
（まつおぼろ） 

令和４年度  第３回学校運営協議会 
☆授業参観 
１１月３０日（水）に令和 4年度の第３回学校運営協議会を行いました。 

いつものように授業参観を行っていただきました。今回はバラエティーに

富んだ授業内容（書写・百人一首・マット運動・太陽の年周運動など）で、

運営委員の皆様も興味津々の様子で参観していただきました。 

 

☆学校より 行事予定・最近の様子について 
〇学校長より 

・現在の学校経営進捗状況を説明 

・全国学力学習状況調査の結果を踏まえて、 

「わが校の強み弱み分析・評価シート」 

（本校HPにて公開）説明 

 ・唐教研の取組紹介  

唐崎学区校園行事カレンダー 

 

〇子ども支援コーディネーターより 

 ・これまでの地域との取り組みの紹介と報告   

   赤い羽根共同募金・寺子屋 

愛のパトロール＆クリーン作戦など 

 ・地域学校協働活動推進員（岡田さん）の取組紹介 

   水・木曜日の昼休み  

生徒の見守り 

声掛け 

気軽に話しかけられる 

関係つくり 

手紙のやり取り 

「おたかちん Box」  

「おたかちん通信」の発行 

 

唐崎中学校 

コミュニティー・スクール通信 

 第１０号 令和４年１２月 1２日 発行 

 

唐崎のシンボルである唐崎の松 

を詠んだ芭蕉の句「辛崎の松は花 

より朧にて」より、タイトルをつけました。 

 



☆生徒会新執行部紹介 

★【２０２２年度後期～２０２３年度前期 

生徒会活動指針】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆学校夢づくりプロジェクト  

「唐崎観光地化プロジェクト」 
２０２２年度前期の生徒会執行部から引継ぎ、２０２２

年度後期の観光プロジェクトチームが取り組んでいます。

学校前の通りの名前を地域の皆さんにも投票していただき

「唐咲桜通り（からさきさくらどおり）」に決定しました。 

現在、地域のデザイン事務所の方に協力していただきな

がら、通りの名前を紹介する看板のデザインを作成してい

ます。２０２２年度の後期は看板を設置し、完成披露セレモ

ニーを行いたいと計画しています。 

 

☆「これからの社会を生きる子どもたちに必要な力について」（意見交流） 

子どもたちに必要な力を協議委員の方々に挙げ

ていただきました。いただいたご意見は唐崎中学校

の教育目標「心豊かで支え合い 夢や希望を持って

未来を切り拓く生徒の育成」と一致するものでした。 

☆「支え合う」ための力 

・「ありがとう」「ごめんなさい」が言える力 

・困ったときに「助けて」と言える力 

・助け合うことができる力 

☆「夢や希望も持つ」ための力 

・自立するために、働くことの意義を見つけてほ 

しい。 

☆「未来を切り拓く」ための力 

・正しいこと、自分の思いを言える力 

・我慢強さ 

・プレゼンテーション能力 

・当たり前のことが当たり前にできる力 

これらの力を子どもたちが身に着けるために、地

域と学校が協力し、様々な取り組みを行いたいと思

います。これからもよろしくお願い致します。 

生徒会スローガン

「YES WE CAN

～やればできるさ～」

活動の柱①

Over the top

限界を超えろ

活動の柱②

Be yourself

自分らしく

活動の柱③

Care for others

相手を思いやろう

生徒会新執行部の紹介を行いました。新しい生徒会の活動

指針です。今後とも地域の方々のご協力を、よろしくお願

いします。 

 

これからの社
会を生きる子
どもたちに必
要な力につい

て

正しいこと・
自分の思いを
言える力

少子化が進んでい
ることで、兄弟の
中でもまれていな
い子が多いのでは
ないか。我慢強さ
を身に着けてほし

い。

自立するために、
働くことの意義
（お金を稼ぐだ
けでなく、やり
がい）を見つけ
てほしい。

「ありがと
う」「ごめん
なさい」が言
える力。

困ったときに
「助けて」と
言える力。

ゴミをポイ捨て
しないなど、当
たり前のことが
当たり前にでき

る力

プレゼンテ
ーション能

力

一人では生きて
いけないのだか
ら、やはり助け
合うことができ

る力


